
               第１学年 数学科学習指導案 

                  日 時  令和２年９月２８日（月）公開授業１ 

学 級  遠野市立遠野中学校 １年３組２４名 

                  授業者  Ｔ１教諭 石井 吉浩 Ｔ２支援員 菊池 之 

 

１ 単元名 ４章 比例と反比例 

 

２ 内容のまとまり 

  ［第１学年］「Ｃ 関数」（１）比例と反比例 

 

３ 単元の目標 

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，比例,

反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。 

【数学への関心・意欲・態度】 

（ア）日常の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決しようとしたり，解決の過

程や結果を振り返って考察しようとしたりしている。 

【数学的な見方や考え方】 

 （ア）比例，反比例として捉えられる二つの数量について，表，式，グラフなどを用いて調べ，そ

れらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。 

 （イ）比例，反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。 

【数学的な技能】 

（ア）比例，反比例を表，式，グラフなどに表すことができる。 

【数量や図形などについての知識・理解】 

（ア）関数関係の意味を理解することができる。 

（イ）比例，反比例について理解することができる。 

（ウ）座標の意味を理解することができる。 

 

４ 単元について 

（１）生徒について 

   ア これまで「課題解決型の授業」を基本とし，学習課題をまずは一人でじっくり考えることに

取り組んできている。 

   イ 関数領域の定着状況は低く，数学への苦手意識が強い生徒も多いが，これまでのペアやグル

ープによる話し合い活動の中では，積極的に発言したり，わからないことを友達に教わろう

としたりする姿勢が身に付いてきている。 

   ウ 問題演習の時間に分からないことがあると先生や友達に質問するなど，前向きな姿勢で授業

に取り組む生徒が増えてきている。 

（２）教材について 

ア 小学校では，比例について２つの変数が等倍関係にあることや，グラフが原点を通る直線

になることなどについて学習してきている。また，反比例についても学習してきており，

それぞれについて文字を用いた表現についても学習してきている。 

イ 中学校では，変域を負の数の範囲まで拡張し，比例が一般に を比例定数として    と

いう形で表される関係であることを学習する。グラフについては点の集合としてとらえら

れるようにするために，その前段として，グラフ学習の土台となる座標についても，負の

数まで拡張した形で扱う。反比例については，２つの数量の関係をとらえながら    

という形で表されることを学習する。反比例のグラフについては，点の集合であることを

意識させ，できるだけ多くの点をとりながら，なめらかな２つの曲線となることを感じ取

らせるようにする。 

ウ 比例と反比例の利用では，生活の中にある一般的な問題を，関数の見方や考え方を用いて

簡単に解くことができることを通して，関数学習のよさを感じ取らせる必要がある。比例

については，２年生で学ぶ１次関数の基礎ともなるので，学び方も含め，系統性を意識し

て指導する必要がある。 
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（３）指導について 

ア 授業を進める上では，形式的な詰め込みにならないよう，具体例を扱いながら理解を深めさ

せるようにしたい。 
イ 数学的に考えることに苦手意識を感じる生徒も少なくないので，生徒の考えを引き出し，ペ

アやグループでの学び合いの場面を取り入れながら授業を展開し，一人ひとりの学びを深め

させる手立てを考えたい。 
ウ 考えたり作業したりする時間を十分に確保し，２つの数量の間の関係をとらえて様々な方法

で表すことの良さを感じ取らせながら授業を進めるようにしたい。 
 

５ 遠野中学校の研究との関わり 

  【研究主題】「主体的に学ぶ生徒の育成 ～自分の考えをもち，関わり合う授業を通して～」 

  視点１「課題意識の持続」…初めに問題を提示した上で学習課題を設定する。その問題を解決する

ための見通しを明確にした上で自力解決の時間を保障する。 

視点２「達成状況の把握」…中間まとめのあとに定着を図る問題に取り組む。また，振り返りを行

う。この２つの活動で一人ひとりの達成状況を把握する。 
  視点３「関わり合う場面の設定」…ペアやグループでの解決の際に，必ず全員が話すようにすると

ともに，他者の考えのよさをノートに書き込むようにする。 

 
６ 単元の評価規準 

数学への 

関心・意欲・態度 
数学的な見方や考え方 数学的な技能 

数量や図形など 

についての知識・理解 

①様々な事象を比例，

反比例などで捉えた

り，表，式，グラフで

表したりするなど，数

学的に考え表現するこ

とに関心を持ち，意欲

的に数学の問題の解決

に活用して考えたり判

断したりしようとして

いる。 

①比例，反比例などに

ついての基礎的・基本

的な知識及び技能を活

用しながら，事象を見

通しをもって論理的に

考察し表現したり，そ

の過程を振り返って考

えを深めたりするな

ど，数学的な見方や考

え方を身に付けてい

る。 

①比例，反比例のどの

関数関係を表，式，グラ

フなどを用いて的確に

表現したり，数学的に

処理したりするなど，

技能を身に付けてい

る。 

①関数関係の意味，比

例や反比例の意味，比

例や反比例の関係を表

す表，式，グラフの特徴

などを理解し，知識を

身に付けている。 

  

７ 指導と評価の計画（２０時間扱い ※本時はその４時間目） 

節 時 ねらい・学習活動 重点「評価規準」 評価方法 

１

関

数 

１ 

２ 

３ 

・関数関係の意味を理解することができる。 

・変域の意味と表し方を理解し，不等号を使って表すこと

ができる。 

・ともなってかわる２つの数量の間の関係を，表や式に表

すことができる。 

【知】① 

【態】① 

 

発言・挙手 

机間指導 

振り返りシート 

小テスト 

２ 

比

例 

４ ・比例の意味を理解し，関係を式に表して比例するかどう 

か判断することができる。 

【知】① 

【技】① 

机間指導(ノート) 

振り返りシート 

５ ・比例について， の変域や比例定数を負の数にひろげて

も，比例の性質が成り立つことを理解する。 

【知】① 机間指導(ノート) 

小テスト(次時) 

６ ・１組の   の値から，比例の式を求めることができる。 【技】① 机間指導(ノート) 

小テスト(次時) 

７ ・座標の意味や点の位置の表し方を理解し，点の座標を求め

たり，座標を平面以上の点で表したりすることができる。 

【知】① 机間指導(ノート) 

小テスト(次時) 

８ ・比例のグラフは，その式をみたす点の集合であり，原点 

を通る１つの直線になることを理解する。 

【知】① 机間指導 

振り返りシート 

９ ・比例のグラフをかくことができる。また，比例のグラフ 

の特徴を理解する。 

【技】① 

【知】① 

机間指導(ノート) 

小テスト(次時) 

10 ・比例の表，式，グラフの関係を理解する。また，比例の 【考】① 発言・挙手 

x

x , y



グラフから式を求めることができる。 小テスト(次時) 

11 ・基本の問題に取り組む。 【知】① 

【技】① 

机間指導(ノート) 

振り返りシート 

３ 

反

比

例 

12 

13

14

15

16 

17 

・反比例の意味を理解し，反比例の関係を式に表すことが 

できる。 

・反比例について， の変域や比例定数を負の数にひろげ 

ても，反比例の性質が成り立つことを理解する。また，１

組の   の値から，反比例の式を求めることができる。 

・反比例のグラフは，その式をみたす点の集合であり，な 

めらかな２つの曲線になることを理解する。 

・反比例のグラフをかくことができる。また，反比例のグ 

ラフの特徴を理解する。 

・反比例の表，式，グラフの関係を理解する。また，反比 

例のグラフから式を求めることができる。 

・    で表される関係において，２つの数量に着目して，

その数量の間の関係を考えることができる。 

【知】① 

【技】① 

【考】① 

発言・挙手 

机間指導 

振り返りシート 

小テスト 

４ 

比

例

と

反

比

例

の

利

用 

18 

19 

・身の回りの問題を，比例や反比例の関係を利用して解決す

ることができる。 

・身の回りの問題を，比例のグラフを利用して解決すること

ができる。 

【考】① 

【態】① 

 

机間指導 

振り返りシート 

 20 ・章の問題Ａに取り組む。 【知】① 

【技】① 

【考】① 

机間指導(ノート) 

振り返りシート 
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８ 本時の指導 

（１）目標                                  

・比例の意味を理解することができる。【知識・理解】 

・関係を式に表して，比例するかどうか判断することができる。【技能】 

（２）展開 

（３）板書計画 

 

段階 学習内容 生徒の活動 留意点等  ●評価 

導 

入 

 

12 

分 

1.問題を提示する。 

 

2.関係を読み取る。 

3.学習課題を設定する。 

 

・駅からそれぞれまでの道のりを

考える。→ペア学習→全体 

・表に整理して関係を読み取る。 

 

 

・式も考えさせる。 

視点３(Ａ自己との関わり) 

・表の特徴から比例の関係

にあることに気付かせる。 

視点１学習課題を主体的に

考えさせる。 

 
 
展 
 
開 
 
 
30 
分 

 

4.見通しをもつ。 

 

 

 

5.立式する 

 

6.比例の定義をする。 

 （中間まとめ） 

 

7.例題を解く。 

 

 

8.演習する。 

 

 

 
・時間を決めれば進む道のりも

ただ１つ決まるから，道のり

は時間の関数であることを確

認する。 
・ を の式で表す。 
 
・式をもとに比例の定義をまと

める。 
 
・式を作って が に比例する

かどうか判断する流れを確か

める。 
・問題を解く。（例２，たしかめ

１を含む５問）→グループ学習

→全体で確認。 

 
・   を定義して は の 
 関数であるという表現に

も触れる。 
 
・小学校の  (決まった数) 
 ✕ を想起させる。 
・定数と変数の区別も確認さ

せる。また，比例定数など

の用語も定義する。 
・  の形で立式し，式を

もとに判断することを確

かめさせる。 

視点３(Ｂ他者との関わり） 

視点２●関係を式に表して 

比例するかどうか判断す

ることができたか。(ノー

ト，机間指導）【技能】 
ま

と

め 
 
８

分 

9.まとめる。 

 

 

 

 

10.小テスト(3問)を解く。 

 

 

11.振り返りをする。 

・演習をもとに定義や用語を再度

確認する。 
 
 
 
・小テストを解く。 
 
 
・振り返りシートに記入する。 
 

・中間まとめをもとに本時

の内容を確認させる。 

 

 

 

視点２●比例の意味を理解

することができたか。（挙

手・カード）【知識・理解】 

・２～３人指名して発表さ

せる。 

式に注目して比例について改めて考えてみよう 

x , y y x

y x

y x yx

yx
x

が の関数で    という式で表されるとき， は に比例する。このとき を 

比例定数という 

yx axy x y x a


